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「マイタウンいちかわ」
「マイタウンいちかわ」のバックナンバーは、

 市公式Ｗｅｂサイト「インターネット放送局」でご覧になれます。
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市では経費削減のため有料広告を掲載しています。なお広告内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。詳しくは広告主にお問い合わせください。
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一部放送時間の変更有
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市公式フェイスブックに掲載した
市内の話題・出来事をお届けします。

市公式フェイスブックで よりタイムリーな情報を
https://www.facebook.com/city.ichikawaトピックス

７,５７２人（1月23日現在）
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市川市役所フェイスブック 検索

走り初めで決意を新たに

ぬいぐるみは夜の図書館で 12月17日
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 20年の軌跡が花開く日 1月8日街の守りににらみをきかせて 1月17日

1月1日

　市内各所に取材で行くことができるのが、
広報広聴課のいいところです。先日、大野の
駒形大神社で行われる市の無形民俗文化財
の御奉謝（「にらめっこおびしゃ」）を取材し

ました。市役所に入庁して十数年ですが、この
行事を見るのは初めて。この行事では、2人が
神妙な顔でにらみ合いながら酒を飲む際に、
周りが声を掛け笑わせようとします。もともと

は豊作祈願の神事として行われる御奉謝です
が、厳粛ではなく、和気あいあいとした雰囲
気で進みます。その雰囲気に、地域の方々の
結びつきの強さを実感した一日でした。

市川市住民基本台帳人口（12月31日現在） ▶ 480,744人　男 244,237人  女 236,507人  235,660世帯

　新春恒例の「第67回市川市民元旦
マラソン大会」が、青空の下、国府台ス
ポーツセンター周辺で
開かれ、市民ランナー
のみなさんが、さわやか
な気持ちで新しい年の
スタートを切りました。こ
の大会は、国内の元旦
マラソン大会の中でも
最も長い歴史のある
大会で、本市広報より
も先に始まった大会で
す。今年は、各部門合
わせて836人が参加
し、10キロメートル女子

の部では大幅に記録を更新し、36分
27秒という新記録が生まれました。

　ぬいぐるみたちが図書館で1週間のおと
まり会をしました。12月10日、子どもたちに
連れられてやって来たぬいぐるみは約30。
チーバくんと一緒にカウンターで仕事をした
り、書庫へ見学に行ったり、大好きな子ど
もたちのために本を選んだり。大事なぬい
ぐるみと再会した子どもたちは、冒険を写し
たアルバムを見て大喜びです。ぬいぐるみ
が子どもたちの想像力に語りかける物語。
最後は、ぬいぐるみたちが選んだ絵本を借
りて、一緒に帰っていきました。

　文化会館で「新成人の集い」が行わ
れ、4,406人が晴れて成人の仲間入り
をしました。
　今年のテーマは「百花斉放」。いろい
ろな花が一斉に咲き開くこと、転じて文
化や芸術、学問、科学などのさまざまな
分野で、多くの人が活発に運動を展開
していくことを指します。
　この世に生を受けて20年。生まれた
ときは3,000グラムほどしかなかった小
さなあなた。その誕生を、両親や親族は
どれだけ喜んで迎えたでしょうか。初め
て歩いた日、最初の言葉を話したとき
を、あなたは覚えていなくても、両親は
きっと覚えていることでしょう。新しいラン
ドセルを背負って出かけるあなたを、家
族や地域の人が温かく見守ったことで
しょう。時には病気やケガで両親を心配
させたこともあったかもしれません。進学

や就職で悩み、時に挫折を味わったか
もしれません。しかし、そこには励ましてく
れる友や導いてくれる師がいたことで
しょう。そして迎えた1月8日。明るい笑
顔と希望に満ちた眼

ま な

差
ざ

し、元気いっぱ
いの笑い声が会場を満たしました。彼ら
を育んできた両親や周囲のみなさん
に、感謝をこめて。成人おめでとうござ
います。

　大きな目を光らせて、街の四隅を守っ
ています。これは、国府台天満宮に伝わ
る「辻切り」の大蛇です。朝から地域の
みなさんが境内に集まり、ワ
ラで2メートルほどもある大蛇
を4体作りました。この大蛇
はお神

み

酒
き

を飲ませて魂入れ
をした後、街の東西南北の
木にかけられます。古くは室
町時代から500年ほども続く
と言われる伝統ある行事。
大蛇の目には前年に下ろし
た大蛇をお焚

た

き上げした炭
を使い、その魂を受け継ぐと
のこと。「国府台辻切保存

会」のみなさんがこの伝統を大切に守
り、地域の小学生に解説をするなどしな
がら継承に努めています。
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